
Public relations of Minami-aizu

まちの人口（平成 25年 11月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,613 人（19 人減）  男 8,547 人（17 人減）  女 9,066 人（2 人減）  世帯数 6,865 世帯（4 世帯減）※ (　) 内は前月比
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組太鼓ジュニアの部日本一！
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24　南会津の珍百景

　10月27日に埼玉県さいたま市で開催さ
れた『太鼓祭inソニックシティ 2013日本
一決定戦』。ジュニアの部に出場した田島
太鼓クラブ龍巳会が見事、日本一に輝き
ました。
　昨年の大会は惜しくも準優勝でしたが、
今回は念願の日本一を達成。
　夢は一般の部優勝と語る子どもたちの
目は、未来を見据えて輝いていました。

【撮影日：11月1日（町長室）】
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「
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
」
や
「
東
日
本
大
震
災
」

最
近
で
は
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が

全
国
で
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
頼
り
に
な
る
存
在
、

そ
れ
が
消
防
団
で
す
。

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て

そ
の
必
要
性
・
重
要
性
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

南
会
津
町
消
防
団
。

私
た
ち
の
町
を
守
っ
て
く
れ
る

彼
ら
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
活
動
し
て
い
る
消
防
団
員
。

　

そ
の
活
動
は
、
火
災
に
お
け
る
消

火
活
動
は
も
と
よ
り
、台
風
や
豪
雨
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る
警

戒
巡
視
や
災
害
防
御
活
動
な
ど
、
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
脅
か
す

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
処
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
し
、
働
く

地
域
住
民
自
身
。
皆
さ
ん
も
よ
く
知

る
方
々
が
消
防
団
員
だ
っ
た
り
し
ま

す
。

消
防
団
の
特
徴

　

消
防
団
の
特
徴
は
、
①
地
域
密
着

性
（
地
域
の
住
民
や
事
情
に
通
じ
て

い
る
）
②
要
員
動
員
力
（
多
数
の
団

員
の
動
員
が
可
能
）
③
即
時
対
応
力

（
災
害
の
際
に
即
時
に
対
応
で
き
る
）

―
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か

し
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
災
害
に

対
処
す
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
や
、

夜
警
な
ど
の
火
災
予
防
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
身
分
・
処
遇

　

消
防
団
員
は
、
町
長
の
承
認
を
得

て
消
防
団
長
が
任
命
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

消
防
団
員
の
報
酬
は
、
町
の
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非

常
召
集
訓
練
や
水
防
訓
練
な
ど
に
出

動
し
た
と
き
は
、
出
動
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
す
。
活
動
中
の
不
慮
の
事
故

に
よ
る
死
亡
や
負
傷
な
ど
の
公
務
災

害
に
備
え
、
各
種
の
補
償
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
防

団
員
が
退
職
し
た
場
合
に
は
、
勤
務

年
数
や
階
級
に
応
じ
た
退
職
報
償
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

南
会
津
町
消
防
団
の
現
状

　

消
防
団
は
、全
国
で
２
２
３
４
団
、

団
員
数
約
87
万
４
千
人
（
平
成
24
年

度
消
防
白
書
）
と
な
っ
て
お
り
、
南

会
津
町
に
は
９
１
６
人
の
消
防
団
員

が
い
ま
す
。（
平
成
25
年
３
月
末
）

　

南
会
津
町
消
防
団
は
、
市
町
村
合

併
に
伴
い
、
平
成
18
年
３
月
20
日
に

旧
田
島
町
消
防
団
・
旧
舘
岩
村
消
防

団
・
旧
伊
南
村
消
防
団
・
旧
南
郷
村

消
防
団
が
統
合
し
誕
生
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
抱
え
る
全
国
的
な
課
題

と
し
て
、
①
団
員
数
の
減
少
②
団
員

の
高
齢
化
③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
の

増
加
に
よ
る
昼
間
の
防
災
力
の
低
下

―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
南
会

津
町
消
防
団
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。団
員
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

昼
間
の
防
災
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
平
成
22
年
度
よ
り
、
機

能
別
団
員
制
度
を
導
入
し
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
を
『
先
遣
隊
』
と
し
て
任
命
し
、

昼
間
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
て
い
ま

す
。

田島支団

舘岩支団

南郷支団

伊南支団
457人

83人

96人

159人

団　長 野中  新三

副団長 大竹  政信 田島支団長

副団長 平野  睦夫 舘岩支団長

副団長 羽染  洋三 伊南支団長

副団長 目黒  哲雄 南郷支団長

消防団
地域の安心を守るもの

特集

特集　消防団
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03

南会津町消防団の構成
（平成25年3月現在）

02

南会津町消防団・団員数の推移
1,000

950

900

850

800

750

849 843

H20 H21 H22 H23 H24

［単位：人］先遣隊員

実団員 142

817

959

120

798

918

120

796

916

今月の表紙
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特集　消防団

　

９
月
29
日
、
伊
南
地
域
で
舘
岩
・

伊
南
・
南
郷
支
団
に
よ
る
西
部
３
支

団
秋
季
検
閲
式
が
、
10
月
27
日
に
は

田
島
地
域
で
田
島
支
団
秋
季
検
閲
式

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
は
閲
団
や
通
常
点
検
、
分
列

行
進
な
ど
で
き
び
き
び
と
し
た
動
き

を
披
露
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
で
の
功
労
や
功

績
を
た
た
え
る
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

団
員
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

福
島
県
知
事
表
彰

▽
精
勤
章
＝
佐
藤
洋
一
、
青
柳
正
則

▽
永
年
勤
続
章
＝
平
野
信
行
、
塩
生

浩
明
、
渡
部
義
雄
、
渡
部
英
明
、
樋

口
光
生
、
室
井  

功
、
室
井
良
久
、

大
竹  

喬
、
星  

由
浩
、
広
野
公
男
、

馬
場
要
助
、
須
江
康
博
、
馬
場  

智
、

馬
場
健
児
、
馬
場  

徹
、
平
野
弘
夫

▽
親
子
等
消
防
表
彰
＝
児
山
孝
美
・

児
山
孝
幸
、
室
井  

崇
・
室
井
寛
司

福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
湯
田
剛
正
、
星  

勝
明
、

本
杉
佳
一

▽
精
勤
章
＝
星  

雄
介
、
湯
田
哲
郎
、

星  

由
浩
、
橘  

秀
幸
、
馬
場
要
助
、

馬
場
哲
男
、
平
野
伸
一
、
馬
場
純
也

南
会
津
町
消
防
団
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
相
原
寛
之
、
渡
部  

誠
、

桑
名  

誠
、
猪
股
一
史
、
樋
口
和
夫
、

大
竹
伸
彦
、
湯
田
光
洋
、
湯
田
高
広
、

湯
田
勝
也
、
湯
田
憲
喜
、
長
谷
川
明

彦
、
草
野
雄
一
、
星  

利
通
、
星  

智
和
、
星  

宏
明
、
湯
田
幸
彦
、
高

倉
昇
之
介
、
馬
場
輝
幸
、
仲
田  

強
、

渡
部
秀
樹
、
湯
田
幸
知
、
広
野
祐
樹
、

渡
部
貴
志
、
楠  

友
明
、
星  

祐
治
、

平
野
光
一
、
馬
場  

健
、
馬
場
光
夫
、

馬
場
一
浩
、
馬
場  

武
、
齋
藤
伸
樹
、

近
藤
利
純
、
仲
丸
清
孝
、
森  

春
樹

南
会
津
町
長
・
南
会
津
町
消
防
団
長

表
彰

▽
15
年
間
無
火
災
＝
南
郷
支
団
第
１

分
団
第
４
部
（
下
山
口
）

▽
10
年
間
無
火
災
＝
伊
南
支
団
第
１

分
団
第
６
部
（
青
柳
）、
伊
南
支
団

第
１
分
団
第
11
部
（
大
原
・
小
立
岩
）

▽
５
年
間
無
火
災
＝
田
島
支
団
第
２

分
団
第
５
部
（
大
豆
渡
・
黒
沢
）、

田
島
支
団
第
３
分
団
第
２
部
（
川

島
）、
田
島
支
団
第
３
分
団
第
４
部

（
藤
生
）

南
会
津
町
長
感
謝
状

▽
防
火
水
槽
設
置
に
対
す
る
感
謝
状

＝
白
岩
政
徳
（
東
町
）、児
山  

剛
（
高

野
）、
廣
野
謙
三
（
古
今
）

火
災
に
備
え
る
実
践
訓
練

　
　
　
　

―
非
常
召
集
訓
練

　

消
防
団
田
島
支
団
で
は
、
春
と
秋

の
２
回
、
舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
の
各

支
団
は
、
春
に
１
回
非
常
召
集
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

非
常
召
集
訓
練
は
、
火
災
を
想
定

し
た
実
践
的
な
訓
練
で
す
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る
召
集
訓

練
や
、
実
際
に
水
を
出
し
て
の
放
水

消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

10
月
13
日
に
は
、
田
島
支
団
秋
季

非
常
召
集
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
田
島
地
域
の
３
ヵ
所
（
宮
本

地
内
・
黒
沢
地
内
・
中
荒
井
地
内
）

で
実
施
さ
れ
、
狭
い
集
落
内
で
の
火

災
を
想
定
し
た
訓
練
や
、
水
利
不
足

を
想
定
し
た
消
防
ポ
ン
プ
の
中
継
放

水
訓
練
な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
の
活
動

消
防
団
員
は
、
実
際
の
災
害
現
場
で
の
活
動
の
ほ
か
、
災
害
に
備

え
た
訓
練
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
地
域
に
お
い
て
火
災
予
防
活

動
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
移
動
基
地

　
　

―
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
に

は
、
災
害
現
場
に
急
行
す
る
た
め
の

足
で
あ
り
、
各
種
活
動
の
基
点
で
も

あ
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
速
や
か
に
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
消
防
車
や
ポ
ン
プ
の

整
備
・
点
検
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
消

防
団
員
は
、
定
期
的
に
ポ
ン
プ
操
作

訓
練
等
を
実
施
し
、
機
械
器
具
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

消
防
車
は
合
併
前
か
ら
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
が
多
く
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
動
か
な
く
な
っ
て
は
元
も
子

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
町
で

は
計
画
的
に
消
防
車
両
の
更
新
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

１
台
を
更
新
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車

は
田
島
支
団
第
１
分
団
第
５
部
（
長

野
）
に
、
積
載
車
は
田
島
支
団
第
３

分
団
第
５
部
（
古
今
）
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

本部指令車 4 台

消防ポンプ自動車 14 台

小型動力ポンプ付
積載車 45 台

小型動力ポンプ 11 台

軽可搬ポンプ 5 台

南会津町消防団が
所有する消防ポンプ等

（平成25年3月現在）

団
員
の
士
気
を
高
め
、

　

決
意
を
新
た
に
す
る
た
め

　
　
　
　
　

―
消
防
団
検
閲
式

　

南
会
津
町
消
防
団
検
閲
式
は
、
通

常
、
春
と
秋
の
２
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

検
閲
式
で
は
、閲
団
や
分
列
行
進
、

通
常
点
検
や
機
械
器
具
点
検
な
ど
が

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
す
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

団
員
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
決
意
を
新
た
に

し
、
士
気
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

主
な
消
防
団
の
一
年
の
活
動

　

平
成
25
年
の
主
な
活
動（
予
定
含
）

１
月

▼
出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭

▼
文
化
財
防
火
訓
練

２
月

▼
高
齢
者
世
帯
巡
回
訪
問
（
田
・
南
）

３
月

▼
消
防
団
員
新
入
団
員
教
養
訓
練

４
月

▼
春
季
非
常
召
集
訓
練
（
田
・
伊
・
南
）

▼
南
会
津
郡
三
町
一
カ
村
春
季
連
合

　

検
閲
式

５
月

▼
緊
急
出
動
訓
練
（
舘
）

６
月

▼
ポ
ン
プ
操
作
基
本
訓
練
（
伊
）

７
月

▼
消
防
操
法
南
会
津
町
大
会

９
月

▼
南
会
津
地
方
防
災
訓
練
・
南
会
津

　

町
総
合
防
災
訓
練

▼
ポ
ン
プ
操
作
訓
練
（
田
）

▼
消
防
団
員
初
任
者
教
育
訓
練

▼
西
部
３
支
団
秋
季
検
閲
式

10
月

▼
秋
季
非
常
召
集
訓
練
（
田
）

▼
田
島
支
団
秋
季
検
閲
式

11
月

▼
消
防
施
設
・
機
械
器
具
一
斉
点
検

　
（
田
）

12
月

▼
高
齢
者
世
帯
巡
回
訪
問
（
田
）

※
こ
れ
ら
の
活
動
以
外
に
も
、
担
当

　

地
区
内
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
火

　

災
予
防
を
呼
び
掛
け
る
夜
警
な
ど

　

一
年
を
通
し
活
動
し
て
い
ま
す
。 出初式（田島支団）
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10/13
～ 14

10/26

10/19

　
　
　

第
５
回

　
　
　

南
会
津
新
そ
ば
ま
つ
り

　

御
蔵
入
交
流
館
を
会
場
に
、「
第

５
回
南
会
津
新
そ
ば
ま
つ
り
」と「
第

２
回
元
気
で
す
！
南
会
津
都
市
交
流

フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

新
そ
ば
ま
つ
り
に
は
、
南
会
津
郡

内
５
つ
の
そ
ば
団
体
と
小
野
町
の
そ

ば
団
体
の
合
計
６
団
体
が
出
店
し
、

２
日
間
に
わ
た
り
約
８
千
８
百
食
の

そ
ば
を
提
供
。
来
場
者
は
お
目
当
て

の
店
舗
の
前
に
列
を
つ
く
り
、
風
味

豊
か
な
新
そ
ば
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

　
　

伝
統
の
『
裁
ち
そ
ば
』
を
堪
能

　
　
　
　

～
た
て
い
わ
新
そ
ば
祭
り

　
「
第
26
回
会
津
高
原
た
て
い
わ
新

そ
ば
祭
り
」
は
前
沢
地
区
の
そ
ば
処

曲
家
で
行
わ
れ
、奥
会
津
伝
統
の『
裁

ち
そ
ば
』
を
多
く
の
そ
ば
フ
ァ
ン
が

堪
能
し
ま
し
た
。

　

裁
ち
そ
ば
や
天
ぷ
ら
盛
り
合
わ

せ
、
赤
か
ぶ
漬
け
な
ど
の
特
別
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
に
約
２
２
０
人
の
参
加

者
が
舌
鼓
。

　

さ
ら
に
、
国
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
で
あ
る
前
沢
曲
家
集
落

に
も
入
場
で
き
る
と
あ
っ
て
、
参
加

者
は
伝
統
あ
る
曲
家
の
風
情
を
感
じ

な
が
ら
、
奥
会
津
秘
伝
の
そ
ば
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

４
名
人
の
打
つ
新
そ
ば
に
舌
鼓

　
　
　
　
　

～
南
郷
新
そ
ば
ま
つ
り

　
「
第
12
回
南
郷
新
そ
ば
ま
つ
り
」

が
南
郷
ス
キ
ー
場
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

で
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
来
場

し
、
打
ち
た
て
、
茹
で
た
て
の
新
そ

ば
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

地
元
の
４
人
の
そ
ば
打
ち
名
人
に

よ
る
〝
そ
ば
打
ち
実
演
〟
も
行
わ
れ
、

名
人
の
鮮
や
か
な
手
さ
ば
き
は
来
場

者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
新
そ
ば
の
食
べ
放
題
を

は
じ
め
、
ウ
ド
の
油
炒
め
な
ど
の
郷

土
料
理
や
南
郷
ト
マ
ト
な
ど
も
堪
能
。

さ
ら
に
地
元
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

な
ど
の
お
も
て
な
し
に
、
心
行
く
ま

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Pick Up
Event

新
そ
ば
の
季
節
。
各
地
で
そ
ば
ま
つ
り

元
気
を
届
け
た

　
　
　

都
市
交
流
フ
ェ
ス
タ

　

新
そ
ば
ま
つ
り
と
同
時
開
催
だ
っ

た
都
市
交
流
フ
ェ
ス
タ
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
２
回
目
の
実
施
と
な
り
、

台
東
区
や
泉
崎
村
な
ど
の
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
し
ん
ご
ろ
う
や
天
ぷ
ら

な
ど
の
出
店
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
来
場

者
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存

会
秋
公
演
』
や
、
南
会
津
高
校
郷
土

芸
能
委
員
会
に
よ
る
早
乙
女
踊
り
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ん
だ
べ
ぇ
」
の
ス
テ

ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

各団体自慢のそばに
多くの来場者が列を
連ねました。

子供歌舞伎の熱演

会場を沸かせた
早乙女踊り

名人のそばを
多くの来場者が
堪能しました。

裁
ち
そ
ば
に
舌
鼓

特集　消防団

地
域
に
消
防
団
員
が
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
ど
れ
ほ
ど
の
安
心
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
の
安
心
を
守
る
も
の
、

そ
れ
が
消
防
団
で
す
。

消
防
団
員
も
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

訓
練
を
続
け
て
い
ま
す
。

南
会
津
町
消
防
団
は
、

自
分
た
ち
の
愛
す
る
「
ふ
る
さ
と
」
を
共
に
守
る

仲
間
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
。

南ふ

る

さ

と

会
津
町
を
。

特
集　

消
防
団　

終
わ
り

消防団員募集中！
南会津町消防団は、団員を随時募集しています。
　　本庁住民生活課　　　0241-62-6120
　　舘岩総合支所町民課　0241-78-3320
　　伊南総合支所町民課　0241-76-7711
　　南郷総合支所町民課　0241-72-2111
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　10月17日、御蔵入交流館で“尾木ママ”の愛称で知られる教育評
論家、尾木直樹さんを講師に招いた町文化講演会が開催され、子
育て中のお母さんなど約700人が聴講しました。
　尾木さんは、時折ユーモアを交えながら、日本と欧米の教育事
情を比較し、独自の教育論を展開。子どもに共感し心に元気を
与える手法（エンパワーメント）を紹介し、子どもと親、そして
地域の人々がお互いに元気を与えられる関係づくりの重要性を説
き、来場者は真剣に耳を傾けていました。

尾木ママが語った教育論
南会津町文化講演会

　９月７日に開幕し、10月13日まで行われた第７
回市町村対抗県軟式野球大会で、南会津町チーム
は強豪を破り３回戦に進出するなど、快進撃を見
せてくれました。
　１回戦の玉川村チーム戦は、馬場一禎投手が玉
川村打線を抑え、１対０の完封勝利。５年振りの
初戦突破を果たし勢いに乗りました。
　続く２回戦は、大会２連覇中の強豪である福島
市チームとの対戦。チャンスを生かし３点を先制
すると、大橋隆彦投手がリードを守りきり、３対
１で接戦をものにしました。
　ベスト８を目指し、郡山市チームと対戦した３
回戦は、特別延長戦にもつれ込んだ大熱戦となり
ました。２度のリードを奪うも、郡山市チームの
驚異的な粘りの前に惜しくも７対８で敗れました。
　５年振りの初戦突破、そして強豪撃破など、初
の３回戦進出を果たした南会津町チーム。選手の
皆さんお疲れ様でした。

快進撃も3回戦で惜敗
第７回市町村対抗県軟式野球大会

9/14（土） 1回戦 VS 玉川村

Team 1 2 3 4 5 6 7 計
南会津 0 0 1 0 0 0 0 1
玉　川 0 0 0 0 0 0 0 0

馬場投手が完封。５年振りの初戦突破

（南）馬場一禎－渡部 弘　（玉）高坂、塩沢－鈴木俊、石井

3回表、主将の高橋信仁選手の犠飛で1点を先制する
と、馬場一禎投手が玉川村打線を3安打に抑え見事
完封。5年振りの初戦突破を果たす。

Team 1 2 3 4 5 6 7 計
福　島 0 0 0 0 0 1 0 1
南会津 0 0 0 3 0 0 × 3

9/28（土） 2回戦 VS 福島市

大橋投手が好投。大会2連覇の福島市を撃破

（南）大橋隆彦－渡部 弘　（福）赤井、安藤－後藤昭
▽二塁打＝渡部 弘（南）、相川（福）

4回裏、相手チームのエラーや渡部弘選手、渡部心
平選手の連打などで3点を先制。このリードを大橋
隆彦投手が粘り強いピッチングで守りきり、南会津
町初の3回戦進出を果たす。

Team 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
南会津 0 0 0 1 0 0 0 3 3 7
郡　山 0 0 1 0 0 0 0 3 4× 8

10/5（土） 3回戦 VS 郡山市

特別延長戦の末、惜敗

（南）馬場一禎、矢内将喜－渡部 弘、大久保 新　
（郡）渋谷－高橋健
▽二塁打＝湯田秀和（南）、高橋健（郡）

雨が降りしきる中、特別延長戦となったこの試合。
8回表に3点を挙げるも、その裏郡山市に3点を奪わ
れ同点に。9回表にも3点をリードし突き放したが、
その裏、相手の驚異的な粘りに4点を奪われ、惜し
くもサヨナラ負けを喫した。

軽妙なトークで聴衆を魅了した尾木直樹さん

　

10
月
18
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
五
十
嵐

ヨ
シ
コ
さ
ん（
谷
地
）へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

20
日
、
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
た
後
、
大
宅
町
長
か
ら
賀
寿
状
と

祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
孫
の
勝
又
千
恵
さ
ん
、
曾
孫

の
菅
家
優
里
さ
ん
、
鈴
木
妃
奈
さ
ん
の
３

人
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
、
五
十
嵐
文
弘
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

百
歳
賀
寿

五
十
嵐
ヨ
シ
コ
さ
ん
（
谷
地
）

大
山
ノ
ブ
ヨ
さ
ん
（
八
総
） 大

正
２
年
に
生
ま
れ
、

百
年
の
歳
月
を
歩
み
続
け
た
お
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。町長から賀寿状を受け取る五十嵐ヨシコさん

　

10
月
５
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
大
山
ノ

ブ
ヨ
さ
ん
（
八
総
）
へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

同
日
、
片
貝
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南

郷
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
大
宅
町
長
か
ら
賀
寿

状
と
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

曾
孫
の
上あ
げ
い
し石

大は
る
と翔

く
ん
、
南
郷
ホ
ー
ム

の
馬
場
豊
裕
園
長
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
後
、
大
山
高
司
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

町長からお祝いを受け取る大山ノブヨさん

　10月10日、舘岩中学校の３年生14人が水引
地区で桜の植樹を行いました。
　水引地区で茅葺き民家の保存活動をしている
NPO法人山村集落再生塾（藤木良明代表）が「地
元に高校がなく、舘岩地域を離れる子どもたち
に故郷の思い出にしてもらいたい」と提案し、
今年で２回目。
　植樹を行った阿久津 健くんは、「将来またみ
んなで、育った桜を見に来たい」と語ってくれ
ました。

桜植樹で故郷に思い出を
舘岩中学校・桜植樹会

将来、みんなで桜を見に行きましょう。

ゲレンデをピンク色に染めよう

　10月13日、南郷スキー場ゲレンデにひめさ
ゆりを増やすための草刈りと種まきが行われま
した。
　町とひめさゆり環境保護活動の協定を締結し
ているアズビルグループの社員や家族、地元住
民約80人が参加。参加者はピンクに花咲くひめ
さゆりを思い浮かべながら作業を行い、爽やか
な汗をかいていました。
※ひめさゆりは種まきから開花するまで７年ほ
　どかかります。

南郷スキー場でひめさゆりの種まき

今後もひめさゆりを増やすため、活動を続けていきます。
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　９月10日、第54回福島県農業賞を受賞した
「農業生産法人（有）伊南の郷」（岡本寛司代表取
締役）が町長室を訪れ、大宅町長に受賞を報告
しました。
　高齢化や担い手不足に悩む地域農業を支える
ため、水稲やそばの栽培作業を受託。また、ミ
ニトマト、きのこの栽培や、県内外からの農業
体験の受け入れも行うなど、地域農業の中心と
なっていることが評価されて、農業経営改善部
門での農業賞受賞となりました。
  岡本さんは、「今後も農業や地域で活躍する若
い人材の育成や農業だけでなく地域を支える担
い手として頑張っていきたい」と、力強く抱負
を語ってくれました。

第54回県農業賞受賞の「(有)伊南の郷」

地域農業の中心的存在

受賞報告に訪れた（有）伊南の郷の皆さん

　10月15日、郡山市のビックパレットふくしま
で「赤十字ボランティアのつどい」が開かれ、長
年にわたり赤十字奉仕団で奉仕活動をされた３人
の方が功労表彰を受章しました。
　南会津町田島赤十字奉仕団の湯田喜恵子さん

（田部）と渡部シノさん（本町）が「金色有功章」
を、湯田公子さん（中町）が「銀色有功章」を受
章しました。また、舘岩赤十字奉仕団と伊南赤十
字奉仕団が、活動継続年数20年以上の奉仕団功
労として「金色有功章」を受章しました。

奉仕活動に尽力し、功労表彰受章
赤十字ボランティアのつどい

大健闘の東北３位！

　９月14 ～ 15日、山形市で開催された第12回
内田清杯東北小学生男子・女子ソフトボール大会
で、りんどうスポーツ少年団女子ソフトボール部
が東北３位という成績を収めました。
　各県予選を勝ち抜いた８チームで争われた今
大会。りんどうスポ少は、初戦で中津山一小ソ
フトボールスポ少（宮城県）を10－０で退ける。
準決勝の八郎潟スポ少ソフトボールクラブ（秋
田県）戦は、２－７で惜しくも敗れました。
　東北３位の成績を勝ち取ったりんどうスポ少
女子ソフト部の皆さん、お疲れ様でした。

りんどうスポ少女子ソフトボール部

受章した渡部シノさん（下段左から2人目）を
囲んで記念撮影

「金色有功章」受章報告に訪れた
舘岩赤十字奉仕団と伊南赤十字奉仕団の皆さん

受章報告に訪れた湯田喜恵子さん（左）と
湯田公子さん（右）

　10月18日から22日まで「若葉のふるさと協力隊」というプログラム
が実施されました。これは私が1年かけてやっている、この「緑のふ
るさと協力隊」の活動を4泊5日で他の若者にも体験してもらおうとい
う企画です。
　実際に来ることになったのは私と同じ大学4年生の男の子。当日会
うまではどんな子なのかと不安もあり、楽しみでもあり、いろいろに
想像して緊張気味に待っていました。会ってみると優しそうで話しや
すい人でした。プログラムの内容は、郷土料理作り体験、山開きの手
伝いと参加、農業体験、農家民泊などなど。地域の方々の温かいご協
力により、濃い５日間を過ごしてもらうことができました。途中、私
も多々至らない点が多かったために、その子がちゃんと楽しめている
のかなど心配したこともありました。しかしながら、最後に「良い５
日間でした」と言ってもらえたことが本当に嬉しかったです。
　彼がことあるごとに感動の言葉を発していて、例えば「農作業って
こんなに大変なんだ」「うわぁ山すげぇなー」など、そんな言葉を聞
いていて私は最初の頃に感じていた驚きや新鮮さがだんだんとなくな
って慣れてきてしまい、今では素直に感動できていないことに気が付
きました。地域に溶け込めるように必死になるあまり、初心を忘れて
しまっていました。そんなことを考えているうちに、私が初めて南会
津を訪れたときのことを思い出してきました。乗せてもらった車の中
で「すごーい！」と、そのたった一つの言葉とは裏腹に自然の壮大さ
と人との生活が織りなす風景を目の前にしてたくさんの感動がありま
した。
　また農家さんや地域の方のお話を聞くうちに、活動をするときの心
構えをもう一度教えていただきました。それはただ伺い、手伝いをす
るのではなく、活動をやらせていただいているという感謝の気持ちで
す。これから活動していく際には、初心に帰って新鮮な気持ちで臨ん
でいきたいです。
　この企画を実施できたことは、その彼にとっても良い経験になりま
したし、私自身がこれからの活動で、どうしていくべきなのかが見え
てためになりました。協力してくださった皆々様に、この場を借りて
御礼申し上げます。

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 7
連　載
コラム

文・橋本和枝（緑のふるさと協力隊）

橋本 和枝　はしもと かずえ

Profile
1991年生まれ。東京都世田谷区出身。
協力隊の活動もいよいよ折り返し。

「健康で楽しく活動」していきます。
ブログやっています。ぜひご覧ください。
http://ina-minamiaizu.hatenablog.com/

若葉のふるさと協力隊の内藤君と一緒に ▼
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人事行政運営などの状況を
公表します

①研修開催状況（平成24年度）

②勤務成績の評定の状況

①職員の健康の保持増進対策（平成24年度）
種  類 受診者数

生活習慣病検診 200人
人間ドック 47人

その他の検診 74人

②公務災害等の発生状況
　平成24年度における公務災害･･･ ２人

　平成24年度中の措置要求･･･なし

　平成24年度中の不服申立て･･･なし

南会津町人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例に基づき、職員の 任免や職員数、職員の給与、
勤務条件の状況などをお知らせします。

人件費の状況（平成24年度一般会計決算）１

区分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 23年度の人件費率
平成24年度 17,724人 142億4,329万円 21億1,286万円 14.8％ 16.4％

区分 職員数（A）
給与費 一人当たり給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
平成24年度 252人 9億   54万円 1億4,217万円 ３億2,406万円 13億6,677万円 542万円

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 329,307円 376,903円 44.7歳

区　分 採　用 初任給 経験年数
２年以上３年未満

経験年数
10年以上15年未満

経験年数
15年以上20年未満

経験年数
20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 175,100円 188,800円 285,900円 322,800円 339,700円
高校卒 142,500円 153,200円 229,500円 287,200円 321,300円

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬を含みます。

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

（注）平均給与月額は、給料および職員手当（期末・勤勉手当および寒冷地手当を除きます）の合計額の平均月額です。

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容 主 事 副 主 査 係 長

主 査

課長補佐
室長補佐
主任主査

課　　長
室　　長
事務局長

参 　 事
支 所 長
課 　 長

職員数 19人 9人 98人 42人 23人 7人 198人
構成比 9.6％ 4.6％ 49.5％ 21.2％ 11.6％ 3.5％ 100.0％

（注）本町の給与条例に基づく、給与表の職務の級区分による職員数です。
　　  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職員給与費の状況（平成24年度一般会計決算）２

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成25年4月1日現在）３

職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年4月1日現在）４

一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）５

職員手当の状況（平成25年4月1日現在）６

区　分 南会津町 国 区　分 南会津町 国
期
末
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 特 殊 勤 務 手 当 5,000円／回 ※1 －
６月期 1.225月分 0.675月分 1.225月分 0.675月分 時間外勤務手当 40万4千円／人 ※2 －
12月期 1.325月分 0.675月分 1.375月分 0.675月分

扶 養 手 当
配偶者 13,000円／月

同左
合　計 2.55月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分 その他 6,500円／月

退
職
手
当

支 給 率 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 住 居 手 当 26万7千円／人 ※2 －
勤続20年 23.03月分 28.7875月分

同左

通 勤 手 当 12万7千円／人 ※2 －
勤続25年 32.83月分 38.955月分 管 理 職 手 当 33万7千円／人 ※2 －
勤続35年 46.55月分 55.86月分 ※１は行旅死亡人処理業務の回数により支給

※２は平成24年度支給実績（支給者の平均年額）最高限度 55.86月分 55.86月分

（注）有給休暇平均取得日数および有給休暇消化率は、平成24年1月1日から12月31日までのものです。

①一般職員の勤務時間の状況および有給休暇取得状況

②職員の休暇

■平成24年度中の育児休業取得職員･･･６人
■平成24年度中の介護休暇取得職員･･･なし

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況８

休暇の
種類

年次有給
休暇

主な特別休暇

結婚休暇 産前産後
休暇

妻の
出産休暇

育児時間
休暇

ボランテ
ィア休暇

子の看護
休暇 忌引休暇 夏季休暇

付与日数 1年に20日 7日以内
産前8週間、
出産後
8週間

2日以内
1日30分 以
内2回（ 男
女とも）

5日以内
5日 以 内（2
人 以 上 の 場
合10日以内）

続柄により
１～ 10日 5日以内

（注）20日を越えない範囲内の残日数は、
　　  翌年に繰り越し可能

１週間の正規の
勤務時間

１日の正規の勤
務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 有給休暇

平均取得日数
有給休暇

消化率

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 12時00分～
13時00分 13.7日 35.2％

職員の任免と職員数に関する状況９

（注）採用者数は、平成25年４月１日付新規採用者、退職者は、
平成24年４月１日～平成25年３月31日の退職者を表します。

部　　門
職員数 対前年

増減数平成24年度 平成25年度

一
般
行
政

議 会 3 3 0
総 務 65 65 0
税 務 17 16 ▲1
民 生 37 37 0
衛 生 24 23 ▲1
農林水産 31 29 ▲2
商 工 15 16 1
土 木 18 18 0

小　計 210 207 ▲3
特別
行政

教 育 43 42 ▲1
小計 43 42 ▲1

公　営

企業等

水 道 4 4 0
下 水 道 2 2 0
そ の 他 10 10 0

小　計 16 16 0
合　　計 269 265 ▲4

③部門別職員数の状況

（注）公営企業等のその他の職員は、国民健康保険事業等に関
する職員。特別行政の教育職員は、教育長を含みます。

①採用試験の実施状況（平成24年度）

職　種
第１次試験 第２次試験

試験日 受験者数 試験日 受験者数
大卒程度
（行政） H24.7.22 18 H24.9.2 3

高校卒程度
（一般） Ｈ24.9.16 5 Ｈ24.10.27 3

（単位：人）

区　分 採用者数
（Ａ）

退職者数
（Ｂ） (A)－(B)

一般行政職 5 6 ▲1
保 育 士 0 2 ▲2
保 健 師 0 0 0
技能労務職 0 0 0
合 計 5 8 ▲3

②採用職員と退職職員 （単位：人）

特別職の報酬などの状況（平成25年4月1日現在）７

区  分 給料・報酬月額 期末手当支給割合
町　　　長 556,500円  6月期 1.40月分

12月期 1.50月分
   計 　2.90月分

副　町　長 572,400円
教　育　長 536,400円

区  分 給料・報酬月額 期末手当支給割合
議　　　長 314,000円

 6月期 1.40月分
12月期 1.50月分
   計 　2.90月分

副　議　長 243,000円
常任委員長 228,000円
議　　　員 220,000円

職務専念義務免除
承認件数 100件
免除事由 各種健診の受診、体育大会役員など

営利企業等従事許可
承認件数 3件

件  数 参加者数
29 件 90 人

　各職員の年１回昇給時期に勤務成績の評定を行ってい
ます。今後は、組織的・効率的な業務遂行の推進や組織
の活性化のために、職員の能力開発および人材育成を図
る新たな人事評価制度の導入が必要とされています。

職員の分限処分と懲戒処分の状況10

処分状況 分限処分 懲戒処分
平成24年度 2人（休職）、1人（免職） 1人（減給）

職員の服務の状況11

職員の研修と勤務成績の評定の状況12

職員の福祉と利益の保護の状況13

勤務条件に関する措置の要求の状況 ※114

不利益処分に関する不服申立ての状況 ※215

※1＝勤務条件に関する措置の要求とは、職員が給与、勤務時間
その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共団体の
当局により適当な措置が取られるべきことを要求することができ
る制度です。
※2＝不利益処分は、職員の地位またはその身分の取り扱いに関
しての意に反して行う不利益な処分のことで、この処分に対する
不服申立ては、処分があったことを知った日の翌日から起算して
60日以内にしなければなりません。

（単位：人）

（注）「給料・報酬月額」は条例に基づき、町長30％、副町長・
　　  教育長10％減額した額です。（平成26年3月31日まで）
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役 場 か ら の お 知 ら せ

平成26年４月１日から保育所への入所を希望する児童を募集します。
希望される児童の保護者の方は、受付期間内に申込みください。

■保育所とは
　保護者が仕事や病気・ケガ、母親の出産、病
人の看護をしていて保育ができない場合など、
保護者に代わって保育することを目的とした児
童福祉施設です。

■受付期間

　11月1日（金）～ 12月2日（月）
　　午前８時30分～午後５時15分
　　　（執務時間中に限ります。）

■提出書類
　入所申込書等、提出していただく書類は、各
保育所および本庁健康福祉課・各総合支所町民
課窓口にあります。

■申込方法
　入所申込書などに必要事項を記入の上、各保
育所または本庁健康福祉課・各総合支所町民課
窓口へ申込みください。
　児童の状況等をお聞きしますので、申込みに
は必ず保護者の方がおいでください。

■保育料
　児童の年齢（学齢）と世帯の扶養義務者（父
母等）の所得税、住民税の課税額により異なり
ます。
　なお、５歳児（年長児）は保育料を無料とし
ています。

保育所 定員 地区
《田島地域》

町立びわのかげ保育所 120人 永　田

町立田部原保育所 60人 田部原

社会福祉法人常真会
田島保育園 120人 丹　藤

《伊南地域》

町立伊南保育所 60人 古　町

《南郷地域》

町立南郷保育所 60人 片　貝

■問い合わせ
　本庁健康福祉課　　　℡  0241-62-6170
　舘岩総合支所町民課　℡  0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　℡  0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　℡  0241-72-2225

平成26年度 保育所入所案内

保育所入所児童を募集します

■保育所入所定員

■その他
　希望する保育所が定員を超えているとき、あ
るいは調査の結果、家庭での保育が可能と判断
されたとき等は、入所できない場合や希望する
保育所を変更していただく場合があります。

※詳しくは、本庁健康福祉課、各総合支所町民
　課、各保育所に「保育所入所案内」を準備し
　ておりますのでご覧ください。

特別養護老人ホーム優雅／新築工事起工式
■問い合わせ：健康福祉課 介護保険係
　　　　　　　　0241-62-6130高齢者福祉の拠点として期待

平成25年産米  全量全袋検査
■問い合わせ：農林課 農政係
　　　　　　　　0241-62-6220

安
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全
」
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

想
い
を
コ
メ
て

　

検
査
は
、
昨
年
同
様
に
今
秋
収
穫
さ

れ
た
す
べ
て
の
お
米
（
自
分
で
食
べ
る

お
米
・
知
人
へ
贈
る
お
米
・
く
ず
米
な

ど
を
含
む
）
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
の
米
づ
く
り
に
込
め

た
想
い
、
そ
し
て
風
評
被
害
に
は
負
け

な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
。

　

想
い
が
込
め
ら
れ
た
お
い
し
い
お
米

を
、
安
心
・
安
全
と
一
緒
に
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
桜
寿
会
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
優
雅
の
新
築
工
事
起

工
式
が
、
10
月
16
日
、
田
島
字
北
下
原

の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
大
宅
町
長
を
は
じ
め
関

係
者
が
出
席
し
、
祝
詞
奏
上
や
地
鎮
之

儀
、
玉
串
奉
奠
な
ど
を
行
い
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

来
年
８
月
の
工
事
完
了
を
予
定
し
て

い
る
同
施
設
。
大
宅
町
長
は
「
町
内
に

大
勢
い
る
入
所
待
機
者
の
解
消
、
そ
し

て
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
地
域
に

親
し
ま
れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

■建設予定地＝南会津町田島字北下原111
■施設構造＝鉄骨造2階建
■建築面積＝3,992.60㎡（延べ面積）
■入所定員
　　特別養護老人ホーム／ 50人
　　ショートステイ／ 20人
　　デイサービス／ 30人
■職員計画＝約30人は地元雇用を予定

　

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
そ
し

て
町
民
の
皆
さ
ん
の
雇
用
の
場
と
し
て

も
、
同
施
設
の
完
成
は
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

特別養護老人ホーム優雅・施設概要

起工式であいさつをする大宅町長

■施設イメージ図

米袋に貼り付けられる
「検査済みラベル」。

このQRコードから検査結果を
確認することができます。
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南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
へ
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

■
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
巡
回
相
談

（
11
～
12
月
）
の
開
催
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
専
門

的
、
法
律
的
知
識
・
判
断
を
要
す
る
相
談
に

対
し
、
弁
護
士
を
巡
回
さ
せ
て
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

11
月
20
日
（
水
）、
12
月
11
日
（
水
）、

■
心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

12
月
11
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

■
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、「
ひ
き
こ

も
り
」
の
問
題
で
悩
む
ご
家
族
向
け
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
臨
床
心
理
士
ら
を
交
え
て

の
教
室
で
す
。

　

11
月
27
日
（
水
）、
12
月
12
日
（
木
）、

　

12
月
25
日
（
水
）　

全
３
回
の
教
室
で
す
。

　

各
回
と
も
、
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

主
に
10
代
後
半
か
ら
「
ひ
き
こ
も
り
」
の

　

あ
る
状
態
の
方
を
抱
え
る
家
族

　

無
料

■
斡
旋
期
間

　

12
月
２
日
（
月
）
ま
で

　

本
庁
総
合
政
策
課 

広
報
情
報
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
６

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

■
安
心
し
て
農
地
の

貸
し
借
り
が
で
き
ま
す

　

農
地
の
所
有
権
、
使
用
貸
借
権
、
賃
借
権

等
を
設
定
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３
条
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
い
た
利
用
権
を
設
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可

を
受
け
ず
に
農
地
の
貸
借
契
約
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
契
約
し
た
農
地
は
、
貸
借
期

間
が
満
了
す
る
と
貸
し
手
に
返
還
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
農
地

の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
再
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
更
新
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

農
地
の
使
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
利
用
権
設
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
２
０

■
第
31
回
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語

募
集
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
お
よ
び
南
会
津
消
防
設
備
協
会
で
は
、
火

災
予
防
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
最

優
秀
作
品
を
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語
と

し
て
採
用
し
て
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、

広
く
防
火
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
た
め
、
左
記
に

よ
り
「
防
火
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

11
月
25
日
（
月
）
～
12
月
15
日
（
日
）

　

南
会
津
管
内
に
在
住
の
方

■
テ
ー
マ

　

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

　

官
製
は
が
き
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
防
火

　

標
語
（
ど
ち
ら
の
場
合
も
１
通
に
つ
き
標

　

語
５
点
ま
で
）
を
書
き
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
必

■
県
民
手
帳
お
よ
び
県
勢
要
覧

　
　
　
　
　
　
　

斡
旋
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
と
お
り

「
２
０
１
４
福
島
県
民

手
帳
」
と
「
平
成
25

年
版
福
島
県
勢
要
覧
」

を
斡
旋
し
ま
す
。
購

入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
代
金
を
持
参
の
上
、

左
記
斡
旋
場
所
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
民
手
帳
は
、
表
紙
が
「
薄
緑
色
」

と
「
濃
茶
色
」
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。
お
好

み
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。

■
斡
旋
価
格

　

県
民
手
帳　

１
冊　

５
０
０
円

　

県
勢
要
覧　

１
冊　

１
、
５
０
０
円

■
斡
旋
場
所

　

本
庁
総
合
政
策
課 

広
報
情
報
係

　

各
総
合
支
所
振
興
課

℡

　

ず
明
記
の
上
、
左
記
、
防
火
標
語
係
ま
で

　

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
で
何
通

　

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
送
付
先

　

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

　

南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原
乙
65

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　

部
内　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
「
防
火
標

　

語
」
係

　

boukahyougo@live.jp

■
表
彰

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
々
長
賞
＝
１
点

　

南
会
津
地
方
纏
会
々
長
賞
＝
１
点

　

優
秀
賞
＝
８
点

※
各
賞
と
も
賞
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
ら
れ

　

ま
す
。

■
そ
の
他

　

同
一
作
品
は
、
抽
選
に
よ
り
選
び
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
さ
れ
た
作
品
は
お
返
し
し
ま

　

せ
ん
。　

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　

部
内　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
１
４
１

申

ア℡ 問

　

12
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
50
分

　
（
１
組
あ
た
り
30
分
）

　

福
島
県
南
会
津
合
同
庁
舎 

４
階
会
議
室

　

事
前
に
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

　
　

後
８
時

　

原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
問
い
合

　

わ
せ
窓
口（
福
島
県
原
子
力
賠
償
支
援
課
内
）

　

０
２
４
（
５
２
３
）
１
５
０
１

　

本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

場℡ 問

℡ 問

対

申

℡ 問℡ 問℡ 問

℡ 問

■
女
性
相
談
員
が
対
応

　
　

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
女
性
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
あ
な
た
と
一
緒
に
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
例
え
ば
こ
ん
な
お
悩
み
】

・
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

・
結
婚
や
離
婚
な
ど
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

・
家
族
関
係

・
経
済
面
や
生
活
の
こ
と　

な
ど

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

女
性
相
談
窓
口

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

℡ 問 ℡ 申

料 日

℡ 問 申日

場申

日時
　12月1日（日） 
　　午後1時30分開演

会場
　御蔵入交流館
　　文化ホール

第１回
田島祇園祭屋台歌舞伎

特別舞台公演

■入場料＝1,000円（全席自由、未就学児の入場
はできません。）　■出演＝田島祇園祭屋台歌舞
伎保存会、田島小学校３年生
■特別出演＝花柳貴答、立花志穂、竹本朝輝、
鶴澤弥吉
■問い合わせ＝御蔵入交流館（℡0241-62-6311）

　本町が全国に誇る伝統芸能である「田島祇園
祭屋台歌舞伎」の定期公演が開催決定。
　田島祇園祭屋台歌舞伎保存会としては、本格
的な大道具を使った初めての公演となります。
　皆さん、ぜひ見に来てください。
　なお、本公演は宝くじの助成金で実施します。

　　国民健康保険税  第５期
　　介護保険料　　  第５期
　　後期高齢者医療保険料  第４期　

納期限は 12 月 2 日 ( 月 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

日場対料

℡ 問 田島地域防火パレード
（10月10日）
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■
食
品
と
放
射
能
に
関
す
る
講
演
会

　

福
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、

消
費
者
の
食
へ
の
安
全
、
放
射
能
に
関
す
る

知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
25
日
（
月
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

御
蔵
入
交
流
館  

会
議
室

■
講
師

　

福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
教
授

　
　

大
津
留　

晶  

氏

■
演
題

　
「
放
射
線
と
健
康
～
原
発
事
故
後
の
現
況
と

　

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

無
料

　

本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
消
費

税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
を
確
保
す
る
た

め
、
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
っ

て
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
総
額
表
示
義
務
の
特
例

　

税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め

　

の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税
込
価
格
に

　

よ
る
表
示
を
し
な
く
と
も
よ
い
と
す
る
特

　

例
（
表
示
例
：
１
０
０
円
（
税
抜
き
））

②
転
嫁
拒
否
等
に
関
す
る
措
置

　

事
業
者
間
の
取
引
で
、
税
率
の
引
上
げ
分

　

の
転
嫁
を
拒
ん
だ
り
、
チ
ラ
シ
や
店
頭
で

　

転
嫁
を
阻
害
す
る
表
示
（
例
え
ば
、「
消
費

　

税
は
転
嫁
し
ま
せ
ん
」
等
の
表
示
）
を
規

　

制
す
る
措
置

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w.nta.go.jp

　

田
島
税
務
署

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
３
０

■
～
学
生
等
の
皆
さ
ん
へ
～

　

ふ
く
し
ま
大
卒
等

　
　

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定

の
方
、
平
成
23
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業

と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
25
日
（
月
）

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
前
11
時
～
午
前

　
　

11
時
40
分

　

事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
＝
正
午
～
午
後
０
時

　
　

50
分

　

事
業
所
映
像
放
映
＝
午
後
０
時
50
分
～

　
　

午
後
３
時
30
分

　

合
同
就
職
面
接
会
＝
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券

　
　
　
　

利
用
期
間
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
町
商
品
券
連
合
会
発
行
の
プ
レ
ミ

ア
ム
絆
商
品
券
は
、
平
成
25
年
12
月
31
日
で

利
用
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
終
了
後
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
手
元
に
お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
期
間

　

12
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

南
会
津
町
商
品
券
連
合
会
（
南
会
津
町
商

　

工
会
内
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
３
２
９

■
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

　
　
　
「
よ
う
こ
そ
町
長
室
へ
」

　

町
長
と
、
身
近
な
問
題
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
話
題
な
ど
で
気
軽
に
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。
町
民
の
方
や
、
町
に
縁
の
あ
る
個
人

や
団
体
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
実
施
日
と
場
所

　

11
月
25
日
（
月
）

　

①
南
郷
総
合
支
所
＝
午
前
10
時
～
正
午

　

②
舘
岩
総
合
支
所
＝
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課 

企
画
観
光
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課 

企
画
観
光
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

　

県
内
の
若
者
応
援
企
業
60
社
が
参
加
予
定

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
郡
山

　

市
中
町
10
―
10
）

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

０
２
４
（
５
２
９
）
５
３
９
６

■
主
催

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
厚
生
労

　

働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
県

■
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前
に
、
福
島

　

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

　

と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機

　

関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を
行

　

い
ま
す
。

場 内℡ 問

場

ア日

料℡ 問

℡ 問

事業主の皆さん、
労働保険の加入手続きはお済みですか。

11月は「労働保険適用促進強化期間」です。
　正社員、パート、アルバイトなど、雇用形態
にかかわらず、一人でも労働者を雇っている事
業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加
入する義務があります。
　詳しくは、福島労働局総務部労働保険徴収室

（℡024-536-4607）または、最寄りの労働基準
監督署、公共職業安定所（ハローワーク）へご
相談ください。

雇用・企業支援コーナー

生産性の向上、雇用の拡大を目指す
～㈱住田光学ガラス田島工場～

　田島工場を拠点として付加価値の高い医療
機器の生産を行うため、南会津町および福島
県と企業立地協定を結んだ㈱住田光学ガラス。
このたび、福島県から「ふくしま産業復興企
業立地補助金」の補助対象企業に指定されま
した。
　今後、㈱住田光学ガラスでは、補助金を活
用して医療機器関連製品の生産体制の確立と、
雇用の拡大を図る計画です。

本社 埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷 4-7-25

工場 南会津町田島字田部原 174-1

従業員数 346 人

主要製品 光ファイバー関連製品、
光学ガラスおよび加工品

計画内容

工場を新設し、市場ニーズの高い極
細内視鏡製造の一貫生産体制の確立
と、コスト低減化による競争力強化、
および地元雇用の拡大を図ります。

高野和之田島工場長（中央）が訪れ、
町長に今後の計画を説明されました。

［㈱住田光学ガラス会社概要］

ファイバースコープ 光ファイバー製品

　このコーナーでは、町民の皆さんへの雇用に関する情報の提供や、地域で
頑張る企業の紹介などを行います。
　　　　　　　　　　　　　　　本庁商工観光課 商工振興係・雇用対策係
　　　　　　　　　　　　　　　0241-62-6200

ハローワーク求人情報
　　（町内勤務分・10月30日現在）

　ハローワークの求人情報は、毎月5日・20日
に発行されており、「ハローワーク南会津」で
確認することができます。

　町内で現在募集中の求人情報

　※上記求人にはすでに決定している場合も
　　あります。その際は、あらかじめご了承
　　ください。
■問い合わせ
　ハローワーク南会津　　0241-62-1101

確認しましょう！最低賃金
　福島県の最低賃金が平成25年10月6日から
変わりました。最低賃金には次の２つがあり、
今回は「地域別最低賃金」の額が変わりました。

▼地域別最低賃金
　産業や職種にかかわりなく、各都道府県内
で働くすべての労働者と、その使用者に対し
て適用されます。各都道府県に一つずつ定め
られています。 

▼特定（産業別）最低賃金
　特定の産業について設定され、「地域別最低
賃金」よりも高い金額水準で定められています。 

福島県最低賃金（地域別最低賃金）

　詳しくは、厚生労働省福島労働局のホーム
ページをご覧ください。

（http://fukushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）

正 規 職 員 96人
非正規職員

（臨時・パート職員） 324人

時間額
10月5日まで

⇒
10月6日から

664円 675円

℡

問

日

℡ 問℡ 問 ℡ 問 申
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11・12 月の健診（検診）のご案内

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１１月２９日 金
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩・伊南・南郷地域）
13：30 ～ 13：45 伊南会館 平成24年９～ 11月生まれ

平成25年３～５月生まれ

１２月１９日 木
１ 歳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45 保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）
平成24年11 ～ 12月生まれ

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１１月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平 成 2 5 年 ７ 月 生 ま れ

１２月　４日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年６～７月生まれ

１２月１１日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 4 年 ６ 月 生 ま れ

１２月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 5 年 ８ 月 生 ま れ

■保健事業に関する問い合わせは
　南会津町保健センター　0241-62-6180
　舘岩総合支所町民課　　0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　　0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　　0241-72-2225

11・12月の日曜当番医

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

医院名 電話

11 月

17 日 小野木クリニック 0241-76-7780

24 日 愛輝診療所 0241-78-8688

12 月

1 日 あべクリニック 0241-62-8733

8 日 きむらクリニック 0241-62-5576

15 日 佐藤医院（下郷町）0241-67-2134

22 日 高橋医院 0241-62-0040

29 日 芳賀医院（下郷町）0241-67-2128

　このたび町は、各行政区にラジオ体操ＣＤ
配付に関する希望調査を実施し、希望した行
政区にＣＤを配付しました。
　ラジオ体操は、手軽に短時間でできる全身
運動として、筋力アップや基礎代謝の向上な
ど、健康づくりに高い効果があるといわれて
います。
　このたび大豆渡地区（野中建夫区長）では、
配付されたＣＤを活用し、サロン事業の際に
参加者がラジオ体操に取り組みました。
　今後も、健康寿命を伸ばすため、各地区で
の活用が期待されています。

ラジオ体操で健康づくり
腕１本 でできる ボランティア

11 月に行われる献血は、下記のとおりです。
福島県内の採血状況は現在も大変厳しい状況
が続いています。多くの患者さんの命を救う
ため、皆さんのご協力をお願いいたします。

11 月 22 日（金）
 ・ＪＡ会津みなみ　　　10：00 ～ 11：30
 ・御蔵入交流館　　　　13：00 ～ 14：00
 ・南会津合同庁舎　　　14：30 ～ 16：30

　平成 25 年 10 月 20 日現在、33 人の方から
ふるさと納税（応援寄附金）をいただきました。
　今回は９月 21 日から 10 月 20 日の間にふる

新着本紹介

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

11 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

東京都世田谷区 大園 高明 様

岡山県岡山市 宮田 貴志 様

匿名希望 ５件

計 ７件

【一般図書】
黒田官兵衛のすべて　　　　　　安藤　英男　編
愛のダイアナ　　　　　　　　渡邉　みどり　著
採用基準　　　　　　　　　　　伊賀　泰代　著
桐谷さんの株主優待生活　　　　桐谷　広人　著
ありがとう上手の習慣　　　　　　堤　信子　著
あじわい夕日新聞　　　　　　　　原　由子　著
トラウマ日曜洋画劇場　　　　　　皿井　垂　著
さわらびの譜　　　　　　　　　　葉室　麟　著
おはなしして子ちゃん　　　　　藤野　可織　著
金色機械　　　　　　　　　　恒川　光太郎　著

《冬のお話し会スペシャル》
■日時＝ 12 月 21 日（土）午前 11 時～正午　
■場所＝御蔵入交流館・多目的ホール
■対象＝幼児～小学校低学年
■内容＝読み聞かせなどを行います。
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、

■ありがとうございます

■問い合わせ：総合政策課 地域振興係
　　　　　　　　0241-62-6240

【児童図書】
水の生きもの　　　　　　　　武田　正倫　監修
ずかん武具　　　　　　　　　小和田　泰経　編
がむしゃら落語　　　　　　赤羽　じゅんこ　作
まちのおばけずかん　　　　　　　斉藤　洋　作
エール　　　　　　　　　はやみね　かおる　著
まじょ子とネコの王子さま　　　藤　真知子　作
ぽんこちゃんポン！　　　　　　乾　栄里子　作
ふしぎなタネやさん　みやにし　たつや　作・絵
へんなどうぶつえん　　　　　　筒井　敬介　作
まよなかのかくれんぼ　　　　　織茂　恭子　作

12 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

さと納税（応援
寄附金）をされ
た方を紹介いた
します。

【納税された方からのメッセージ】※順不同
　・平成 20、24 年に観光で訪れました。美し
　　い風景と野菜がおいしかったことが印象に
　　残っています。
　・旧南郷村出身です。
　・10 年前まで登山、ハイキングで旧伊南村
　　を毎年訪れていました。
　・旧田島町出身です。七ヶ岳を中心とした山
　　林地域を上手に観光資源化してください。
　・自然を活かした地域、産業の振興に期待し
　　ます。

田
部
原
第
一
地
区
は
工
場
地
帯
で
か

つ
新
興
住
宅
地
で
あ
り
、
新
規
居

住
者
は
比
較
的
若
い
世
代
が
多
い
地
域
で

す
。

　

そ
こ
で
、
元
々
住
ん
で
い
る
地
区
住
民

と
の
結
び
つ
き
を
充
実
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
年
度
、
宝
く
じ
助
成
に
よ
り
ワ
ン

タ
ッ
チ
テ
ン
ト
、
音
響
設
備
一
式
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
区
住
民
の
参
加
意
識
の
向
上

や
世
代
間
交
流
が
活
発
化
さ
れ
、
地
域
の

連
帯
感
が
深
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
テ
ン
ト
・
音
響
設
備
を
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
部
原
第
一
地
区
）

地
域
に
役
立
つ
宝
く
じ
助
成

の
充
実
・
強

化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ふれあいスポーツ
大会等で活用され
ています。
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
落
鮎
を
う
か
が
ふ
乙
女
総
身
も
て
　
　
　
　
　
酒
井
　
秀
穂

　
床
の
間
の
花
乾
き
を
り
夜
の
秋
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
彩
華

　
夏
逝
く
や
畳
に
拾
ふ
猫
の
爪
　
　
　
　
　
　
　
星
　
　
蛍
草

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

静
川
　
星
　
み
わ
子

　

休
耕
田
を
蔽
へ
る
芒
大
株
と

                

な
り
て
朝
日
に
若
き
穂
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

田
沢
　
湯
田
　
恭
之

　

妻
の
飼
ふ
鈴
虫
ひ
と
夜
鳴
き
競
ふ

                

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
営
み
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

西
町
　
渡
部
マ
サ
子

　

友
賜
ひ
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い
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し
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る
ほ
ど
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お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
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神
無
月
熱
燗
欲
し
き
閑
居
か
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猪
股
有
隣
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蝗
跳
び
い
た
る
と
こ
ろ
に
水
の
音
　
　
　
　
柏
倉
　
清
子

　

産
土
の
鎮
守
へ
な
び
く
稲
穂
か
な
　
　
　
　
室
井
津
与
志

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
名
月
に
影
絵
抜
け
出
す
狸
の
子
　
　
　
　
　
ミ
　
エ

　
そ
ば
の
花
湯
屋
へ
続
け
る
道
遠
し
　
　
　
　
ト
ヨ
子

　
村
の
灯
の
ひ
と
つ
づ
つ
消
え
良
夜
か
な
　
　
り
つ
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
鼓
笛
隊
心
も
躍
る
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
栄
子

　
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
少
し
熱
め
の
夜
長
か
な
　
　
平
野
恵
美
子

　
一
村
を
揺
ら
し
て
果
て
る
大
花
火
　
　
　
　
渡
部
　
華
子

まちの文芸

編集後記　▽もしかすると皆さんお気
付きかもしれませんが、広報表紙の『み
なみあいづ』の字体が先月号から変わっ
ています。
▽実はこの字は、先月号のまちの話題
で紹介した、福島県たなばた展で『た
なばた大賞』を受賞した田島中３年の
塩生咲希さんにお願いして書いてもら
いました。
▽忙しい勉強や書道練習の合間をぬっ
て、一字一字書いてくれた咲希さんに、
この場を借りて一言。ありがとうござ
いました。（相）

南会津町長杯野球大会、田部が優勝

優勝した田部チーム。決勝戦を４対３で制した。

両国に響いた会津万歳

会津万歳くずしを披露した町民の皆さん

舘岩ベアーズ、県３位！

　町民の健康増進と住民相互の親睦を図ることを
目的に毎年開催されている、南会津町長杯野球大
会。12チーム（地区）が参加した今大会を制した
のは田部チームでした。準優勝は上町・後原チー
ム。大会を通して世代間の交流も図られ、住民相
互の親睦も深められました。なお、個人賞は次の
とおりです。
▽最高殊勲選手賞＝星徹也さん（田部）▽優秀選
手賞＝渡部裕史さん（田部）▽敢闘賞＝渡部洋さ
ん（上町・後原）

　第５回ふくしま小学生スポーツフェスティバル
ソフトボール男子新人戦県大会は、10月12 ～ 13
日に福島市のあづま総合運動公園で開催され、南
会津代表の舘岩ベアーズは、県内の予選を勝ち抜
いた強豪16チームの中で見事３位入賞を果たしま
した。
　星隆司監督（湯ノ花）は、「保護者や地域の皆
さまや多方面から支えられ入賞することができま
した。この結果に満足せず、さらに努力を重ね上
位を目指します」と喜びと抱負を語りました。

　10月19日に東京都の両国国技館で開催された、
平成25年度民謡民舞全国大会において、樋口弘一
さん（本町）をはじめとする町民の皆さんが「会
津万歳くずし」を披露しました。
　会津万歳は、江戸末期から昭和初期まで、正月
やめでたい席などで会津地方を中心に、２人で鼓
だけで演じられてきました。
　今回、日本民謡協会の推薦で披露された会津万
歳。和楽器や踊りを加え構成された「会津万歳く
ずし」は国技館に賑やかに響き渡りました。

一日警察署長を務めた土橋さん（中央）

歌舞伎役者が一日警察署長
　10月５日に南会津警察署で実施された「全国地
域安全運動出動式」において、田島祇園祭屋台歌
舞伎保存会の土橋一馬さん（木伏）が一日南会津
警察署長に任命されました。
　歌舞伎衣裳を身に着けた土橋さんは、防犯ボラ
ンティアら関係者とともに町内のスーパーを回
り、チラシを配付するなど防犯啓蒙活動を行いま
した。

　10月20日、秋雨が降る中、第３回ゴーマン杯南
会津町ふるさと健康マラソン大会が舘岩地域で開
催されました。
　大会には、県内外から705人のエントリーがあ
り、紅葉色づく舘岩路に健脚を競いました。
　来場者全員にきのこ汁が振る舞われるおもてな
しもあり、冷たい雨に負けない心も体も温まる大
会でした。

雨に負けず熱走したゴーマン杯

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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10
月
13
、
14
の
両
日
、
御
蔵
入
交
流
館

で
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
南
会
津
新
そ
ば

ま
つ
り
」
＆
「
第
２
回
元
気
で
す
！
南
会

津
都
市
交
流
フ
ェ
ス
タ
」。

　

多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ
う
会
場
に
、
見

慣
れ
ぬ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
発
見
し
ま
し

た
。
上
の
写
真
に
写
っ
て
い
ま
す
が
、
ど

ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
右
は
皆
さ
ん

も
ご
存
知
の
『
ん
だ
べ
ぇ
』
で
す
が
、
で

は
左
は
？

　

左
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
は
、『
南

会
津
蕎
麦
之
助
（
み
な
み
あ
い
づ
そ
ば
の

す
け
）』
と
い
い
、
南
会
津
そ
ば
振
興
協

議
会
が
南
会
津
の
蕎
麦
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

た
め
に
作
成
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
そ
う

で
す
。
頭
に
は
そ
ば
の
花
を
咲
か
せ
、
右

手
に
そ
ば
切
り
包
丁
、
左
手
に
は
麺
棒
を

持
ち
、
背
中
に
は
の
し
板
を
背
負
う
、
全

身
か
ら
あ
ふ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
の
オ
ー
ラ
が

愛
ら
し
い
で
す
ね
。

　

た
だ
、
こ
の
蕎
麦
之
助
、
そ
ば
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
の
で
、
各
地
の
そ
ば
ま
つ
り

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
何
か
幸
せ
が
貴

方
の
側
（
そ
ば
）
に
訪
れ
る
か
も
。

珍

南会津の

　　　百景

珍

南
会
津
蕎
麦
之
助

南
会
津
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　皆さんお久しぶりです。なかなか「珍百景」って見つからないもの
ですね。まぁ見つからないからこその “ 珍 ” なんでしょうね。
　「珍百景」情報も随時募集しています。自分が珍しいと思えば、そ
れが「珍百景」です！　情報お待ちしています。
　（珍百景情報は、総合政策課広報情報係　℡ 0241-62-6210 まで）

んだべぇ

「んだべぇ」だべぇ。
今月から時々広報にお邪魔させ
てもらって、おいらの活動報告な
んかをさせてもらうべぇ。

先月の新そばまつりと都市交流
フェスタに、みんな来てくれてあ
りがとうだべぇ。
当日は、ちょっとメタボ気味なお
いらのために作ってもらった『ん
だべぇ体操』を披露したべぇ。

たくさんの子どもたちが一緒に
踊ってくれて、うれしかったべぇ。
また、みんなと踊りたいべぇ。

写真左は、南会津蕎麦之助をデザインした佐藤恵子さん（東京都江東区）
　　右は、んだべぇをデザインした馬場翔さん（東京都狛江市）


